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FOREWORD
Daniel Siegfried
CO-FOUNDER AND MANAGING DIRECTOR PROGRAMMES
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　チャイルドドリームのコアバリューには、透明性と説明責任があります。 これらの価値観の重要な側面は、私たちの仕事が私たちの受益者にどのように影響するかを評価することです。 過去18か月間、私たちはメインのプログラムに注力するだけでなく、必要となる追加リソースと付加価値の間で適切なバランスをとり、Child's Dreamの影響評価戦略を開発してまいりました。影響評価は、受益者のために活動内容を改善し支援者に当団体の成果を示すことを主な目的として行われることが重要だと感じています。私たちは常にプログラムを監視・評価（M＆E）してきましたが、体系的かつ科学的な方法で取り組んだことはありませんでした。常に長期的な結果ではなくアウトプットの監視と評価に重点を置いてきたためです。　当団体の活動として建設した学校を評価し、管理が不十分な学校については介入できるようにしてまいりましたが、指標を基準値と比較することはありませんでした。 同様に、大学の奨学金卒業生に対して卒業後に彼らが何をしていたかを調べましたが、こちらも基準値をはるかに超えることはありませんでした。私たちのプログラムがうまく機能しているかついては常に良い予感があったとはいえ、私たちの直感がついに事実と研究によって裏付けられていることを知って非常に安心しています。

1819

ダニエル ジークフリード

1819

共同創設者 兼 プロジェクト総括責任者

1819

慈善活動を行う理由について尋ねられた時　私の答えはとてもシンプル　「それが正しいと感じるからさ！」
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　モニタリングおよび評価コーディネーターであるサハラは、学校および下宿の建設、高等専門学校の奨学金プログラム、児童医療基金、大学の奨学金プログラムといったメインプログラムのチームと協力してM＆Eログフレームを開発しました。これらのプログラムはすべて、年間の総プロジェクト費用の約60％を占めています。私たちは、このカバレッジを何年にもわたって徐々に増やすことを目指しています。　2019年、私たちのチームは新たなM&E活動から追加の作業を取り除く必要がありました。合わせて83校の学校評価、20件の寄宿舎評価を行い、420校の高等専門学校と156名の奨学金大学生と卒業生の調査結果を集約し、Children’s Medical Fundのデータベース全体の精査を行い、1,890人の患者の記録が調整されました。

1819

影響測定の結果は非常に励みになります。 ハイライトの一部は次の通りです。奨学金を利用した大学の卒業生の83％が雇用され、51％が非営利セクター、13％が政府セクターで勤めています。78％が自分の研究分野に関連する仕事を見つけ、26％のミャンマーの卒業生は起業家として独自の組織を設立しています。私たちの高等専門学校の奨学金プログラムの卒業率は85％で、全国平均をはるかに上回っており、卒業生の81％は勉強中または勤務しています。97％もの卒業生が私たちのサポートに満足しています。2006年の開始以来、私たちの子供医療基金は1,719件の案件があり、これらの73.6％は正常に治療が終了し、5.4％は治療を必要としませんでした。治療に成功した1,264例のうち、1,022例が命に関わるものでした。ラオスとミャンマーでは、教室の混雑を1教室あたり平均43人から、31人に減らしました。平均して評価を行った83校全てで校舎の安全性と教室での学習環境が劇的に改善されました。

1819

一方でいくつかの課題もありました。ラオスの奨学金卒業生は、限られた雇用市場の中で仕事を見つけることに非常に苦労しておりました。また、5年以上前から支援している学校のほとんどについては構造的には全く問題はなかったものの、水不足によりトイレの環境維持が困難なところもありました。これらの重要な洞察は、今後私たちが将来のプロジェクトのために改善すべき点として非常に大切なポイントとなると考えております。 皆様にとって、本書が私たちの活動とその透明性が有意義なものになると願っております。製作にあたりご協力いただいたサハラと、献身的にサポートしてくださった当団体のスタッフに厚くお礼申し上げます。



We design, implement, and partner to support interventions for 
children and young adults. We address current and future needs in 
Myanmar, Laos, Cambodia and Thailand related to:

▪   Basic or essential health

▪   Relevant and quality education

▪   Responsible leaders and qualified specialists

▪   Values of peace and justice

▪   Environmental sustainability

OUR DIRECT GOALS

OUR INDIRECT GOALS

OUR STRATEGY FOLLOWS THE SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS OF 
THE UNITED NATIONS.

OUR STRATEGY

11

VISION

EMPOWERED PEOPLE RESPONSIBLY SHAPING 
THEIR COMMUNITIES

MISSION

IMPROVING HEALTH AND EDUCATION FOR 
SUSTAINABLE DEVELOPMENT

CHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

1819


1819

ビジョンミッション

1819

権限を与えられた人々が責任を持ってコミュニティを形成する持続可能な開発のための健康と教育の改善

1819

戦略

1819

私たちは子供や若者たちへの介入をサポートするため、設計、実行、および提携を進めています。現状では主にミャンマー、ラオス、カンボジア、タイに向けて下記のような将来的ニーズに取り組んでいます。▪基本的または本質的な健康▪関連性のある質の高い教育▪責任あるリーダーと資格 を保有し た 専門家▪平和と正義の価値▪環境の持続可能性

1819

私たちの戦略は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

1819

直接的な目標

1819

間接的な目標



When mentioning 
monitoring and evaluation 
(M&E) people often think 
of endless excel sheets 
and complicated numbers. 
However, when we think 
of M&E, our thoughts go 
straight away to our 
beneficiaries.

Sahara Singh
COORDINATOR - MONITORING & EVALUATION

Every intervention aims at 
promoting positive and 
meaningful change in the lives of 
our beneficiaries and the essence 
of M&E is tracking and 
understanding that change. 
When planning the M&E of our 
interventions, the first question 
we ask ourselves is what changes 
do we want to see? Is the 
community in need of conducive 
learning environments for their 
children? Is there a need for high 
school scholarships to improve 
school continuation rates? 
These needs and changes are then 
translated into programme 
objectives and goals and a good 
M&E system is usually able to 
measure to what extent these 
have been achieved. 

Technically speaking, in Child’s Dream we use 
results-based monitoring and evaluation systems. 
After identifying specific programme goals and 
objectives, we elaborate systems and indicators that 
measure outputs and outcomes. Outputs are defined 
as services and products delivered to the beneficiaries, 
outputs simply describe what we do. To take an 
example, the main output of our school building 
programme is the number of school building 
infrastructures built. Outcomes are instead defined as 
short term and medium term changes in behaviour, 
attitude, knowledge, awareness, etc. Outcomes are the 
positive and meaningful changes we want to achieve for 
our beneficiaries. Continuing the school building 
programme example, here the outcomes set are to 
provide sustainable and conducive learning 
environments and to increase access to basic education. 
Output and outcome are defined within a monitoring 
and evaluation log frame, whose function is to specify 
indicators, baselines, targets, reporting procedures, 
data sources, data collection procedures etc. 

So, how do these M&E log frames translate into 
practice? Well, it has been a wild ride. We surveyed 
hundreds of alumni; we visited dozens of remote 
schools and boarding houses; we discussed issues and 
achievements with teachers and principals; we spent 
hours and hours analysing more than 1,800 patients’ 
records. The results of these efforts are reported 
in the following pages. 

METHODOLOGY

12
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METHODOLOGY（方法論）
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Sahara Singh（サハラ　シン）コーディネーター‐監査および評価

1819

監視と評価（M＆E）について言及するとき、人々はよく無限のエクセルシートと複雑な数字の羅列を思い浮かべることがありますが、私たちの考えは受益者へ直接つながっています。

1819

介入の目的は、受益者の生活に前向きで意味のある変化を促進することであり、M＆Eの本質はその変化を追跡して理解することです。介入のM＆Eを計画するとき、私たちが最初に自問することは、「どのような変化を見たいか」、「コミュニティは子供たちに役立つ学習環境を必要としているか」、「学校の継続率を向上させるために高校の奨学金が必要か」などです。これらのニーズや変化は、プログラムの目的と目標の軸となり、優れたM＆Eシステムではそれらがどの程度達成されたかを測定することができます。

1819

技術的に言えば、Child’s Dreamでは結果ベースの監視および評価システムを使用しています。プログラムの目標と目的を特定した後、成果と結果を測定するシステムと指標を詳しく調査します。アウトプットは、受益者に提供されるサービスや製品として定義され、単に私たちがどのような活動を行っているかを表しています。例を挙げると、学校建設プログラムの主な成果は学校建設のインフラ整備の数です。最終的な結果は、行動、態度、知識、意識などの変化を短期的及び中期的に定義づけを行います。それらは、私たちが受益者のために達成したい有益で意味のある変化です。学校建設プログラムの例をさらに挙げると、ここで設定される結果は持続可能な助けとなる学習環境を提供し基礎教育へのアクセスを増やすことです。アウトプット及び結果は、指標、基準値、ターゲット、レポート手順、データソース、データ収集手順などによる監査と評価のもと定義されます。では、これらのM＆Eにおけるロジカルフレームがどのように実行されるのでしょうか。答えは容易ではありません。私たちは何百人もの卒業生を調査し、何十もの遠隔地の学校や下宿を訪問したうえで教師や校長と課題や成果について話し合いを行ってきました。さらに、1,800人以上の記録を分析するのに何時間も費やしました。これらの取り組みの成果は、次のページに記載されています。
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2020年3月の時点の直接の受益者

1819

ミャンマー

1819

タイ

1819

ラオス

1819

カンボジア

1819

実行中プロジェクト2020年3月時点

1819

プロジェクトの種類

1819

学校建設公園設置水道システム建設寄宿舎建設高校専門学校への奨学金支援太陽光発電ステーション設置コンピューターラボ＆トレーニングセンタ―運営高等教育プログラム青少年の能力開発トレーニング教師へのトレーニングとカリキュラム開発職業訓練とスキル訓練移民/ IDP学習センター運営学校保健プログラム社会的企業支援文房具＆教育支援プログラムヘルスケアプログラム調整サポートプログラム高等教育奨学金プログラム研究および会議サポート学校収入創出プログラム学校中退防止プログラム
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寄宿舎建設プログラム

1819

なぜ寄宿舎が必要なのか

1819

私たちは、安全で安心な学習環境が教育の健やかな成功に不可欠であると強く信じています。従って、私たちは新しい学校の建設または非衛生的で老朽化した学校の建て替えにより、質の高い教育インフラを提供することで子供と若者の教育へのアクセスを支援します。

1819

学校の環境が改善されたとしても多くの家族が移動や寄宿舎の費用を支払う余裕がなく、課題が残る可能性があります。 また、雨期の時期には道路の浸水などの危険により、多くの学生が移動できず教育を受けることができていません。

1819

遠く離れた村の子供たちは、学校の近くにある簡易的な下宿を利用しなければならず、それらは主に子供たちの両親によって建てられたものです。そのため、学校の近くに無料でしっかりとした宿泊可能施設とマネージド・ケアを提供する下宿を建設し、学生または寄宿生に高い水準の学習と生活環境を提供しています。



EASING ACCESS TO BASIC EDUCATION 
WITH BOARDING HOUSES

As of December 2019, a total of 72 boarding 
houses implemented by Child’s Dream were in 
use across Thailand, Myanmar, Laos and 
Cambodia. With a total of 32 infrastructures, 

the boarding house programme initially 
saw a heavier implementation in 
Thailand. However, since 2014, due to 
a lack of need, the programme has not 
seen any growth. On the other hand, 

in Laos, Cambodia and Myanmar the 
programme has seen a slow steady 
growth, counting 23 boarding houses 
in Laos, 12 in Cambodia, and five in 
Myanmar.
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ミャンマー

1819

タイ

1819

ラオス

1819

カンボジア

1819

寄宿舎数

1819

寄宿舎による基礎教育への容易なアクセス

1819

2019年12月時点で、Child’s Dreamによって建設された寄宿舎はタイ、ミャンマー、ラオス、カンボジアで合わせて72校となりました。タイでは当初、計32校のインフラ整備による寄宿舎プログラムにより、より多くの建設がありましたが、2014年以降ニーズ減少によりプログラムは稼働しておりません。

1819

一方で、ラオス 23校、カンボジア 12校、ミャンマー 5校と、それぞれゆっくりではありますが着実にプログラムは成長しております。

1819


1819

サポート実行中の寄宿舎

1819

ミャンマー

1819

カンボジア

1819

ラオス

1819

タイ



EVALUATION METHODOLOGY 

To assess programme outcomes boarding houses 
are visited and evaluated after two years, after five 
years, after 10 years, after 15 years etc. During 
these visits, the maintenance of the infrastructure 
is evaluated; indicators include: cleanliness, 
ventilation, light, quality of walls, roofs, ceilings, 
floors and furniture. The aim is to ensure that 
maintenance is carried out and that children live 
in a safe and clean environment. In case of 
serious structural issues that cannot be fixed by 
the schools or the community, Child’s Dream 
considers and offers support. The field teams 
also collect information on WASH, the aim being 
to assess how the infrastructure provided affect 
hygiene and sanitation. The evaluation data is 
then compared with the baseline data. 

20 21
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EVALUATION METHODOLOGY（評価方法）

1819

　プログラムの成果を評価するために寄宿舎へは2年後、5年後、10年後、15年後などにそれぞれ訪問します。これらの訪問時には清潔さ、換気、照明、壁、屋根、天井、床、家具の品質を指標としてインフラの維持を評価しています。　メンテナンスの実施は、子供たちへ安全で清潔な環境の提供を確実に行うことを目的としています。深刻な構造上の問題により学校や地域社会での解決が困難な場合は、当団体でサポートの提供を検討します。　フィールドチームでは衛生環境に関する情報も収集し、提供されるインフラ維持が基礎衛生や衛生施設にどのように影響するかを評価することを目的としています。最終的には、評価データが基準値データと比較されます。



MYANMAR 22

CAMBODIA 22

LAOS 62 4

THAILAND 853

TOTAL NUMBER OF 
2019 EVALUATIONS BY TYPE

Total | n=18
18 
In 2019 the project teams performed 18 boarding house 
evaluations, which correspond to 25% of the overall boarding 
houses implemented. Overall, the teams carried out eight 
“two year evaluations”, seven “five year evaluations” and 
three “ten year evaluations”. Of these 18 evaluations, eight 
were performed in Thailand, six in Laos, two in Cambodia and 
two in Myanmar.

2322

EVALUATION TYPES

10 YEARS

5 YEARS

2 YEARS
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　2019年、プロジェクトチームは18件のの寄宿舎評価を実施しました。これは、実施された寄宿舎全体の25％に相当します。 全体として、チームは8つの「2年間の評価」、7つの「5年間の評価」、および3つの「10年間の評価」を実施しました。 　これら18件の評価のうち、8件はタイ、6件はラオス、2件はカンボジア、2件はミャンマーで実施されています。

1819

寄宿舎評価

1819

タイプ別2019年評価の総数合計 | n = 18

1819

ミャンマー

1819

カンボジア

1819

ラオス

1819

タイ

1819

評価タイプ

1819

10年

1819

5 年

1819

2 年



Guidelines for each indicator have been developed to standardise ratings 
across the four countries of intervention. The graph above shows that all 
baseline indicators have recorded fairly low ratings and that the 
implementation of new boarding house infrastructure dramatically 
improves not only the building conditions, but also the living environment. 
The graph also shows that, after five years, the quality of the buildings tend 
to slightly decrease, mostly due to wear and tear, lack of funding for minor 
maintenance and, in certain boarding houses, poor management.
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The boarding house indicators are rated on a Likert scale that goes from 0 to 6
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4 – ACCEPTABLE

5 – GOOD
6 – VERY GOOD

1 – VERY BAD
2 – BAD
3 – POOR

0 – NO INFRASTRUCTURE

6420642064206420
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時間の経過に伴う指標平均の比較2019年に実施された全ての寄宿舎評価に対する平均評価 0-6

1819

評価カテゴリー

1819

建築状況

1819

生活状況

1819

建物の安全性とセキュリティ

1819

指標

1819

屋根の状態

1819

床と天井の状態

1819

壁の状態

1819

清潔さ

1819

照明の明るさ

1819

換気状況

1819

ベースライン

1819

2年後評価

1819

5年後評価

1819

10年後評価

1819

各指標のガイドラインは、実施した4か国全体で評価を標準化するために作成されています。上のグラフは、すべてのベースライン指標でかなり低い評価を記録していますが、寄宿舎運営の新たな基盤構築により建物の状態だけでなく生活環境も劇的に改善されていることを示しています。 一方で、5年後には建物の品質がわずかに低下する傾向があることも示しており、これは主に消耗や小規模なメンテナンスのための資金不足によるもので、特定の寄宿舎では管理の不備が原因です。
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　各指標のガイドラインは、実施した4か国全体で評価を標準化するために作成されています。上のグラフは、すべてのベースライン指標でかなり低い評価を記録していますが、寄宿舎運営の新たな基盤構築により建物の状態だけでなく生活環境も劇的に改善されていることを示しています。 　一方で、5年後には建物の品質がわずかに低下する傾向があることも示しており、これは主に消耗や軽微なメンテナンスのための資金不足によるもので、特定の寄宿舎では管理の不備が原因です。

1819

寄宿舎の評価指標は、0から6までのリッカート尺度で評価されます。

1819

インフラ整備なし

1819

非常に悪い

1819

悪い

1819

やや悪い

1819

普通

1819

良い

1819

非常に良い



STORIES FROM THE FIELD:
NAMLAN BOARDING HOUSE
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2 YEARS EVALUATION
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1819

　ナムラン寄宿舎は、ナムラン市周辺から来る生徒の高い中退率に対応するため、2016年から2017年にミャンマーに建設されました。 地元のパートナー組織であるRDFSSも家を借りていましたが限られた数の子供しか受け入れることができなかったため、Child’sDreamはもう1つの寄宿舎と10棟のトイレを建築しました。

1819

現場ストーリー：NAMLAN BOARDING HOUSE　　　　（ナムラン寄宿舎）

1819

　本プロジェクトの目標は、地方の学生が中等学校へ通学する際に直面する経済的負担に対処し、進学継続率を高めることでした。2019年、ナムラン寄宿舎は88名の学生と2人の教師を受け入れました。 評価の結果、建物の状態と居住環境の両方が高く評価され、非常に良い結果が得られました。
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1819

　各指標のガイドラインは、実施した4か国全体で評価を標準化するために作成されています。上のグラフは、すべてのベースライン指標でかなり低い評価を記録していますが、寄宿舎運営の新たな基盤構築により建物の状態だけでなく生活環境も劇的に改善されていることを示しています。 　一方で、5年後には建物の品質がわずかに低下する傾向があることも示しており、これは主に消耗や小規模なメンテナンスのための資金不足によるもので、特定の寄宿舎では管理の不備が原因です。
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寄宿舎プロジェクト評価指標分析6段階評価
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1819

　カンボジアのピッチチェンダ高校は、周囲の5つの地区から来る生徒を受け入れています。学校までの移動距離は8〜23kmと推定されており、長時間の通学が学生の勉強継続の妨げとなっていました。そのため2016年から2017年にかけて、Child's Dreamは2棟の家具付き寄宿舎と16個のトイレを建設しました。

1819

現場ストーリー：PICH CHENDA BOARDING HOUSE　　　　（ピッチチェンダ寄宿舎）

1819

　寄宿舎は現在225人の学生と6人の教師を受け入れており、今では大幅に削減されたコストで高校に通う機会の恩恵を受けています。　2019年の評価では、過密状態が唯一の課題であり、肯定的な結果が示されました。この状況を見て、Child's Dreamは現在、別の寄宿舎の建設を検討しています。
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寄宿舎プロジェクト評価指標分析6段階評価



WHY WE DO IT

We strongly believe that a safe and secure learning 
environment is essential for educational success. 
Therefore, we support children and youth in accessing 
education by building educational infrastructure, 
primarily school buildings with fully-furnished classrooms 
and toilet facilities. In many villages in our target 
countries, there are few or no schools at all nearby, 
requiring students to travel long distances or live away 
from home. In Laos, for instance, there is only one 
primary school for every four or five villages, with an 
average class size of 60 students. Many families are 
unable to afford the traveling or boarding expenses. 
Also, in the rainy season many students receive no 
education due to travel difficulties such as flooded or 
damaged roads. Particularly with poor quality school 
infrastructure, rotten classrooms with leaking roofs 
and gaping walls prevent students and teachers from 
ontinuing their lessons in an enabling environment.学校建設

プログラム

35
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1819

私たちが支援する理由　私たちは、安全で安心な学習環境が教育の成功に不可欠であると強く信じています。そのため、私たちは教育インフラ、主に設備の整った教室とトイレ設備を備えた学校を建設することにより、子供と若者が教育にアクセスしやすい環境をサポートしています。 　対象国の多くの村では、近くに学校がほとんどないか、まったくありません。学生は長距離通学をするか、家から離れて住むことが要求されます。たとえば、ラオスでは4～5つの村ごとに1つの小学校しかなく、クラスの平均人数は60人です。多くの家庭では通学費や寄宿舎への支払いに余裕がなく、また、雨季には道路の浸水や損傷などにより、多くの学生が教育を受けることができません。特に質の悪い学校では、雨漏りによって教室にカビが生えていたり、壁に大きな穴が開いているため、生徒と教師は十分な環境で授業を続けることができていませんでした。



CREATING ACCESS AND 
IMPROVING THE LEARNING 
ENVIRONMENT

As of December 2019, a total of 300 school 
buildings implemented by Child’s Dream were 
in use across Thailand, Myanmar, Laos and 
Cambodia. With so much deficient school 

infrastructure, Laos and Cambodia 
registered the highest numbers of school 
buildings supported, with 139 and 101 
schools respectively. On the other hand, 
we built 43 school infrastructures in 
Myanmar and only 17 in Thailand. 
These differences in output numbers are 
justified by the different local contexts. 

In Myanmar, ethnic conflicts and a slow 
peace process have made it difficult to 
support both ethnic minorities and 
government schools, while in Thailand the 
government is able to cater to the needs 
for school building infrastructure.
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1819

学習環境の改善と機会の創出

1819

2019年12月の時点で、Child’s Dreamによって建設された合計300校の学校が、タイ、ミャンマー、ラオス、カンボジアで使用されていました。

1819

ラオスとカンボジアは、学校のインフラが非常に不足しているため学校建設のサポート件数は最も多く、それぞれ139校と101校でした。 一方、ミャンマーでは43校、タイでは17校の学校インフラを構築しました。

1819

件数のこれらの違いは、それぞれの異なるローカルコンテキストによるものです。ミャンマーでは、民族紛争とゆっくりとした和平プロセスにより、少数民族と公立学校の両方を支援することが困難になっていますが、タイでは政府が校舎インフラのニーズに応えることができるためです。
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EVALUATION METHODOLOGY

To assess programme outcomes, schools are visited and 
evaluated after two years, after five years, after 10 years, 
after 15 years, etc. During these visits, the maintenance of 
the infrastructure is evaluated; indicators include: cleanliness, 
ventilation, light, school compound safety, quality of walls, 
roofs, ceilings, floors, and furniture. The aim is to ensure that 
maintenance is carried out and that children can study in a 
safe and clean environment. In case of serious structural issues 
that cannot be fixed by the schools or the community, 
Child’s Dream considers and offers support. The field teams 
also collect information on school management and WASH, 
such as completion rates, dropout rates, classroom crowding, 
students to toilet ratio, etc. The purpose is to assess how the 
infrastructures provided affect schooling and sanitation within 
the areas targeted. The evaluation data is then compared with 
the baseline data.
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1819

評価方法

1819

プログラムの成果を評価するために、建設した学校を2年後、5年後、10年後、15年後に訪問し評価しています。それぞれの訪問中にインフラの継続性が評価し、指標には、清潔さ、部屋の換気状況、部屋の明るさ、学校の複合施設の安全性、壁や屋根、天井、床、家具の品質が含まれています。 評価の目的は、メンテナンスがきちんと実施され、子供たちが安全で清潔な環境で勉強できるようにすることです。 学校や地域社会が解決できない深刻な構造上の問題の場合は、Child’s Dreamで検討しサポートを提供しています。 フィールドチームは、修了率、中退率、教室の混雑状況、生徒人口とトイレの比率など、学校の管理と下水インフラに関する情報も収集します。それらの情報収集は、インフラが対象地域内の学校教育と衛生にどのように影響するかを評価することを目的としており、各評価データがベースラインのデータと比較されます。



ミャンマー 125 6 1

カンボジア 3019 9 2

ラオス 3613 14 9

タイ 541

83評価

In order to track and understand outcomes and to further support schools’ 
needs, in 2019 the project teams performed 83 school evaluations, which 
roughly corresponds to 27% of the overall schools implemented. Overall, 
the teams carried out 37 “two year evaluations”, 30 “five year evaluations” 
and 16 “ten year evaluations”. Of these 83 evaluations, 36 were in 
performed in Laos, 30 in Cambodia, 12 in Myanmar and five in Thailand.
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結果を追跡調査し学校のニーズをよりサポートするため、プロジェクトチームは2019年に83件の学校評価を実施しました。これは、建設された学校全体の約27％に相当します。 全体として、チームは37件の「2年後評価」、30件の「5年後評価」、および16件の「10年後評価」を実施しました。 83件の評価のうち、36件がラオス、30件がカンボジア、12件がミャンマー、5件がタイで実施されました。
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COMPARISON OF INDICATOR AVERAGES OVER TIME     

Average rating 0-6 for all schools evaluated in 2019

42

The school evaluation indicators are rated on a Likert scale that goes from 0 to 6

4 – ACCEPTABLE

5 – GOOD
6 – VERY GOOD

1 – VERY BAD
2 – BAD
3 – POOR

0 – NO INFRASTRUCTURE

Rating guidelines for each indicator have been 
developed to standardise ratings across the 
four countries of intervention. The graph on 
the following page shows that all baseline 
indicators have recorded significant low ratings 
and that the implementation of a new school 
building infrastructure dramatically improves 
not only the school building conditions, but also 
the classroom learning environment. The graph 
also shows that, after 10 years, the quality of 
buildings and learning environments tend to 
decrease, mostly due to wear and tear, lack of 
funding for minor maintenance and, in certain 
schools, poor management and/or natural 
calamity. To expound on the last point, during 
the evaluations carried out, a few schools 
presented damage, more or less severe, caused 
by earthquakes and/or storms. These schools 
are currently receiving support from Child’s 
Dream to fix the damage.
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寄宿舎の評価指標は、0から6までのリッカート尺度で評価されます。
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学校校舎の状態と教室の学習環境の改善

1819

各指標の評価ガイドラインは、サポートしている４か国全体で評価を標準化するために作成されました。次のページのグラフは全てのベースライン指標が大幅に低い評価を記録しており、新しい校舎インフラの構築により、校舎の状態だけでなく教室の学習環境も劇的に改善されていることを示しています。 グラフはまた、10年後に校舎と学習環境の質が低下する傾向があることも示しています。これは主に、消耗や軽微なメンテナンスのための資金不足によるもので、特定の学校では管理の不備や自然災害が原因です。 評価期間中にいくつかの学校は地震または嵐による深刻な被害を示しています。 これらの学校は現在、被害を修復するためにチャイルドドリームからの支援を受けています。



In Myanmar and Laos, the 
construction of school building 
infrastructures also reduced 
classroom overcrowding from an 
average of 43 students per classroom 
to an average of 30 to 32 students 
per classroom, certainly an average 
more in line with the recommended 

international standard. In Cambodia, 
average classroom overcrowding did 
not significantly change due to the local 
school policies. Indeed, in our Cambodian 
schools, to reduce the issues of classroom 
overcrowding and teacher shortages, 
classes are taught in shifts, in the morning 
and in the afternoon.

REDUCING CLASSROOM OVERCROWDING
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年数の経過に伴う１教室あたりの学生の平均人口の比較

1819

ミャンマーとラオスで2019年に評価された平均数値 

1819

教室の混雑緩和

1819

ミャンマーとラオスでは、校舎のインフラ構築により教室の過密状態も1教室あたり平均43人から、平均30〜32人に減少しました。これは、推奨される国際基準に沿った平均です。 カンボジアでは、地元の学校方針により、平均的な教室の過密状態に大きな変化はありませんでした。 カンボジアの学校では、教室の過密と教師不足の問題を減らすために、クラスは午前と午後の交代で教えられています。



In 2012, the Cambodian villagers of Basaet 
and Samdech requested the construction of 
a secondary school, as the nearest school was 
more than 15 kilometers away. To address 
this issue, in 2013 and in 2016, Child’s Dream 
constructed two new school buildings to 
provide the youth of the area the 
opportunity to attend secondary school. 
Currently, the school employs 14 teachers 
and serves 275 students. The 2019 
completion rates are estimated at 89.09% 
while the dropout rates are set at 15.27%. 
Both figures are considered acceptable for 
the Cambodian context. Aside from the 
student to toilet ratio indicator, which 
could be improved with the construction 
of additional toilets, the evaluation analysis 
indicates that the school is able to maintain 
good school building conditions and a 
conducive learning environment.

2 YEARS EVALUATION FOR 
INFRASTRUCTURE BUILT IN 2016-2017

BASELINE

STORIES FROM THE FIELD: 
BAK AMRAEK 

SECONDARY SCHOOL

47
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　カンボジアのバサエト村とサムデック村は最寄りの学校が15 km以上離れていたため2012年に中学校の建設を依頼しました。Child's Dreamはこの問題を解決するため、2013年と2016年に地域の若者が中学校に通えるように２つの新しい学校を建設しました。現在では14名の教師を雇用し、275名の生徒が学校に通っています。　2019年の修了率は89.09%、中退率は15.27%と推定されており、どちらの数字もカンボジアでは許容範囲です。また、トイレの増設により改善される可能性のある生徒数とトイレ数の比率指標は別として、評価分析は学校が良好な校舎の状態と学習環境を維持していることを示しています。

1819

現場ストーリー：BAK AMRAEK SECONDARY SCHOOL　　　　（バクアムレーク中学校）
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1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

床と天井の状況

1819

屋根の状況

1819

壁の状況

1819

建物の安全性とセキュリティ

1819

寄宿生とトイレの割合

1819

清潔な水洗トイレ

1819

下水インフラ

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し

1819

電力へのアクセス

1819

水源へのアクセス

1819

学習環境

1819

教室の有効活用

1819

学校校舎の状態

1819

教室の明るさ

1819

教室の清潔さ

1819

教室の換気状況

1819

教室の設備

1819

教室の装飾

1819

学校校内の状態

1819

清潔な校内

1819

安全な校内

1819

学校管理状況

1819

生徒の修了数

1819

生徒の中退数

1819

教師と生徒の割合

1819

生活状況

1819

バクアムレーク中学校

1819

学校建設プロジェクト評価指標分析6段階評価



10 YEARS EVALUATION

BASELINE

School Building ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

In 2009, Child’s Dream sponsored the 
construction of a primary school building 
in the village of Pak Khan, Laos. The original 
school, which was constructed in 1997, 
had become dilapidated and provided 
neither a safe nor a stimulating learning 
environment. The objective was to provide 
a conducive learning environment that also 
ensured the safety of all students. During 
the 2019 evaluation, the team found the 
infrastructure to be still safe and solid and the 
learning environment to be quite positive. 
However, the team also found that the school 
did not have access to water, thus rendering 
difficult the use and cleanliness of existing 
toilet facilities.

STORIES FROM THE FIELD:  
BAAN PAK KHAN 
PRIMARY SCHOOL

50

1819

　2009年、Child’s Dreamはラオスのパックカーン村に小学校の建設を後援しました。1997年に建設されていた学校は老朽化しており、安全でやりがいのある学習環境が提供できておらず、すべての生徒の安全を確保し役立つ学習環境を提供するためです。　2019年の評価中に、チームはインフラが依然として安全で堅固であり、学習環境が非常に良好であることがわかりましたが、一方で水を利用できず、既存のトイレ設備の使用と清潔さを困難にしていることも発見しました。

1819

現場ストーリー：BAAN PAK KHAN PRIMARY SCHOOL（バーンパックカーン小学校）
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52

EVALUATION BY 
SCHOOL PROJECT

INDICATOR 
ANALYSIS

NO YES

NO NO

POOR ACCEPTABLE

VERY BAD ACCEPTABLE

VERY BAD GOOD

VERY BAD ACCEPTABLE

POOR ACCEPTABLE

POOR VERY GOOD

BAD GOOD

VERY BAD GOOD

VERY BAD GOOD

POOR ACCEPTABLE

VERY BAD VERY GOOD

VERY GOOD VERY GOOD

VERY GOOD

VERY BAD

VERY BAD GOOD

64206420

4 – ACCEPTABLE

5 – GOOD
6 – VERY GOOD

1 – VERY BAD
2 – BAD
3 – POOR

0 – NO INFRASTRUCTURE

1819

インフラ整備なし

1819

非常に悪い

1819

悪い

1819

やや悪い

1819

普通

1819

良い

1819

非常に良い

1819

評価カテゴリー

1819

指標

1819

ベースライン

1819

10年後評価

1819

床と天井の状況

1819

屋根の状況

1819

壁の状況

1819

建物の安全性とセキュリティ

1819

寄宿生とトイレの割合

1819

清潔な水洗トイレ

1819

下水インフラ

1819

電力へのアクセス

1819

水源へのアクセス

1819

学習環境

1819

教室の有効活用

1819

学校校舎の状態

1819

教室の明るさ

1819

教室の清潔さ

1819

教室の換気状況

1819

教室の設備

1819

教室の装飾

1819

学校校内の状態

1819

清潔な校内

1819

安全な校内

1819

学校管理状況

1819

教師と生徒の割合

1819

生活状況

1819

バーンパックカーン小学校

1819

学校建設プロジェクト評価指標分析

1819

インフラ整備無し

1819

インフラ整備無し



基礎教育奨学金
プログラム

BRIDGING THE GAP

We initiated Child’s Dream High School and Vocational 
Scholarship Programme to provide middle school 
students from rural and marginalised communities with 
the opportunity to continue education at a higher level. 
Implemented in Myanmar, Laos, Cambodia and Thailand, 
the programme aims to improve the continuation rate of 
students between lower and upper secondary levels, 
by providing financial support to help them in continuing 
and completing their upper secondary education. 
Accepted students receive full scholarship support which 
covers all education related costs, as well as funds for 
living and transportation in their three years of upper 
secondary study. The academic year and the 
implementation timeline differ across countries.

Basic Education Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

54

1819

私たちはChild's Dream 高等学校および専門学校の奨学金プログラムを開始し、地方や取り残されたコミュニティの中学生により高いレベルで教育を継続する機会を提供しました。このプログラムは、ミャンマー、ラオス、カンボジア、タイで実施されており、中等教育の継続と修了をサポートするための財政的支援を提供することにより、中学校と高等学校の生徒の継続率を向上させることを目的としています。受け入れられる学生は、すべての教育関連費用をカバーする完全な奨学金サポートと、3年間の生活と交通費を受け取ります。 学年度と実施スケジュールは国によって異なります。

1819

ギャップを埋める
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615
カンボジア

95
ミャンマー

669
ラオス

615

95

669

519

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

17
54

138

261

514

740

982

1,238

1,579

1,898

完了年 カンボジア
ミャンマー

ラオス
タイ

国による奨学金支援件数
累積合計

519
タイ

1,898
高等学校および

専門学校の
奨学金プログラム

件
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In order to understand programme outcomes, 
a 2019 online survey was administered via 
Google Forms to 631 alumni and the findings 
presented reflect the self-reported survey 
responses of 420 alumni, which corresponds to 
a response rate of 67%. Alumni who graduated 

58

EVALUATION 
METHODOLOGY

in 2019 were not invited to participate 
in the survey to ensure that the results 
only reflect the situation of those who 
graduated at least one year before. 
To reduce bias, duplicate respondents 

were removed from the dataset and all 
remaining answers were cross-checked 
for consistency as existing language 
barriers might decrease response 
accuracy.

Basic Education Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

1819

評価方法

1819


1819

プログラムの成果を理解するために、2019年のオンライン調査をGoogleフォームを介して631人の卒業生に実施されました。調査結果は、回答率67％に相当する420人の卒業生の自己申告による調査回答を反映しています。 

1819

なお、少なくとも1年前に卒業した人の状況のみを反映させるために、2019年に卒業した卒業生は、調査対象に含まれていません。バイアスを減らすために、重複する回答者をデータセットから削除し、既存の言語の壁が回答の精度を低下させる可能性があるため、残りのすべての回答の一貫性をクロスチェックしています。



85%
修了率

POSITIVE 
COMPLETION RATES

Overall, the programme has 
recorded a completion rate of 
85%. Completion rates have been 
positive for all three countries: 
Thailand and Cambodia 
registered 85% and Laos re-
corded 84%. Myanmar has not 
recorded any graduates yet.

Basic Education Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

1,898
受益者数

2010-2019

66%
女性

(1,248)

34%
男性
(650)

A GROWING PROGRAMME

The programme has expanded from 17 beneficiaries 
in 2010 to 1,898 in 2019. The programme is gender 
unbiased, but more female applicants successfully 

passed our strict selection criteria.

Cambodia currently holds the highest number of active students (325) and 
Laos counts the highest number of graduates (386).

OF THE 1,898 STUDENTS WHO RECEIVED A SCHOLARSHIP

831
卒業生

831
就学中

117
中退

119
継続中断

6160

名

1819

奨学金を受け取った1,898人の学生のうち

1819

カンボジアは現在最も多くの活動中の学生を抱えており（325名）、ラオスは最も多くの卒業生を算出しています（386名）。

1819

修了率プログラム全体で85％の修了率を記録しました。 修了率は3か国すべてでプラスとなっており、タイとカンボジアでは85％、ラオスでは84％でした。ミャンマーはまだ卒業生を記録していません。

1819

成長し続けるプログラムプログラムは2010年に17人の受益者から2019年には1,898人に拡大しました。プログラムは性別に偏りはありませんが、より多くの女性の応募者が私たちの厳格な選択基準に合格しています。
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81% 
素晴らしい全体満足度評価

Respondents to the 2019 alumni tracking survey were asked 
to rate Child’s Dream services and support. Across the three 
countries surveyed, none of the respondents gave a negative 
rating and the majority of the alumni provided very good 
reviews of the support received. Only very few respondents 
gave a moderate rating of “acceptable”.

420
回答者数

17%
GOOD

2%
ACCEPTABLE

62

631
卒業生合計

420
回答者数合計

67%

卒業生への追跡調査

63回答率

名

1819

2019年の卒業生に対し、Child's Dreamのサービスとサポートについて追跡調査を依頼しました。調査した3か国全体で、回答者のいずれも否定的な評価はなく、大多数はサポートについて非常に良いレビューを残しています。なお、「許容できる」と中程度の評価をした回答者はごくわずかでした。

1819

結果分析のために、2013年から2018年の間に卒業した631人の受益者に調査が実施され、回答率67％に相当する420件の有効な回答がありました。これらの回答のうち188件はラオス、124件はタイ、108件はカンボジアからです。 最初のミャンマーの卒業生は2020年に調査を予定しています。
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Total % | n=420

47%
就学中

33%
勤続中

14%
就職活動中

6%
無職

77% のタイ回答者は高等教育を継続中

56% のカンボジア回答者は勤続中

6564

DIFFERENT OUTCOMES 
ACROSS COUNTRIES 

80% of the survey respondents are 
either employed or enrolled in higher 
education, 14% are looking for jobs 
or other opportunities and 6% are 
not searching for employment or 
other opportunities. Student outcome 
differs across the three countries 
surveyed. While in Thailand 77% of 
the alumni continued to higher 
education, in Cambodia 56% are 
employed.

1819

国によって異なる結果調査回答者の80％は高等教育に就職または在籍しており、14％は仕事またはその他の機会を探しています。残り6％は雇用またはその他の機会を探していません。学生の成績は、調査した3か国で異なり、タイでは77％が高等教育を継続していますが、カンボジアでは56％が就職へ進んでいます。

1819

回答者の現状



フルタイム 54%

パートタイム 14%

自営業 11%

ボランティア 10%

兼業 5%

インターンシップ 5%

軍隊 1%

OPPORTUNITIES AFTER HIGH SCHOOL 

All the alumni surveyed further responded to more specific questions about their 
current situation. 68% of the employed alumni indicated to have either full-time 
or part time paid positions. 77% of the alumni studying are undertaking bachelor 
degrees.

雇用状況
Total % | n=137

Basic Education Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

202
回答者数

77%
学士号

14%
専門コース

9%
その他認定

66

“ “

ENROLMENT INTO FURTHER EDUCATION

MS. DUL SREY VOLEAK
HIGH SCHOOL SCHOLARSHIP STUDENT

GRADE 12 AT POUK HIGH SCHOOL
BANTEAY MEANCHEY PROVINCE, CAMBODIA

PLAY VIDEO TESTIMONIAL

1819

調査したすべての卒業生は、現在の状況に関するより具体的な質問にさらに回答しています。雇用された卒業生の68％は、フルタイムまたはパートタイムに従事していることを示しました。 また、卒業生の77％は学士号を取得しています。

1819

さらなる教育へ

1819

高校卒業後の機会

1819

私が自身の目標を達成するため、この奨学金は非常に重要です。



EDUCATION FOR 
SUSTAINABLE DEVELOPMENT

Child’s Dream believes that a country can only develop in a 

sustainable and peaceful way if all members of society can access 

quality education, fulfil their aspirations and potential, apply their 

knowledge, and contribute towards the development of their 

communities. Our University Scholarship Programme provides 

scholarship support for academically strong students to attend 

tertiary education in Laos, Cambodia, Myanmar and Thailand. 

With the advantage of higher education, youth have improved 

skills and knowledge, access to better employment and serve as 

future contributors and leaders to the development of their 

communities.

大学奨学金
プログラム

University Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

68

1819

持続可能な開発のための教育

1819

Child's Dreamは、社会のすべてのメンバーが質の高い教育を受け、彼らの希望と可能性を実現し、知識を応用しコミュニティの発展に貢献できる場合にのみ、国は持続可能で平和な方法で発展できると信じています。私たちの大学奨学金プログラムは、ラオス、カンボジア、ミャンマー、タイでの高等教育に参加するための学力のある学生に奨学金のサポートを提供しています。 高等教育の利点により、若者はスキルと知識を向上させ、より良い雇用機会を提供し、将来のコミュニティ発展への貢献者とリーダーとしての役割を果たしています。



University Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

カンボジア：学士号
ミャンマー：国際学士号

ラオス：学士号
ミャンマー：学士号

75

282

164

267

51
64

94

248

297

335

409

492

547

完了年

2006 2007 2008 2009 2012 2013 2014 2017 2018 20192010 2011 2015 2016

207

165

121

32

累積合計件数
プログラムを通じた奨学金授与の

70 71
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University Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

EVALUATION METHODOLOGY

In order to understand programme outcomes, a 

2019 online survey was administered via Google 

Forms to 217 alumni and the findings presented 

reflect the self-reported survey responses of 156 

alumni. Alumni who graduated in 2019 were not 

invited to participate in the survey to ensure that 

the results only reflect the situation of those who 

graduated at least one year before. To reduce bias, 

duplicate respondents were removed from the 

dataset and all remaining answers were 

cross-checked for consistency as existing language 

barriers might decrease response accuracy.

73

1819

評価方法

1819

プログラムの成果を理解するために、2019年のオンライン調査をGoogleフォームを介して217人の卒業生に実施されました。調査結果は、156人の卒業生の自己申告による調査回答を反映しています。 なお、少なくとも1年前に卒業した人の状況のみを反映させるために、2019年に卒業した卒業生は、調査対象に含まれていません。バイアスを減らすために、重複する回答者をデータセットから削除し、既存の言語の壁が回答の精度を低下させる可能性があるため、残りのすべての回答の一貫性をクロスチェックしています。

1819

評価方法

1819

プログラムの成果を理解するために、2019年のオンライン調査をGoogleフォームを介して217人の卒業生に実施されました。調査結果は、156人の卒業生の自己申告による調査回答を反映しています。 なお、少なくとも1年前に卒業した人の状況のみを反映させるために、2019年に卒業した卒業生は、調査対象に含まれていません。バイアスを減らすために、重複する回答者をデータセットから削除し、既存の言語の壁が回答の精度を低下させる可能性があるため、残りのすべての回答の一貫性をクロスチェックしています。



University Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

547
2006-2019

50% 50%
74 75

受益者数

女性 男性

名

1819

受益者の数の増加2007年以来、USPは着実に成長しており2019年には合計547人の受益者に到達しています。また、このプログラムはジェンダーのバランスが取れています。



84%
修了率

262
卒業生

547
奨学金受託者

23
中退

30
継続中断

232
就学中

University Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019 BENEFICIARIES STATUS | CUMULATIVE BY PROGRAMME 

2006-2019 | Total % | n=547

7776

ミャンマー国際学士号 28270 180 18 14

ラオス：学士号 16480 71 10 3

カンボジア：学士号 7563 6 4

ミャンマー：学士号 2619

受益者の状況 ｜ プログラムによる累積数
2006-2019 | Total % | n=547

卒業生
継続中断
中退

活動中

1819

USP国際ミャンマー学士号は現在、卒業生の数が180名と最も多く、USPLBは80名の最も多くの活動中の学生を抱えております。

1819

卒業率全体として、プログラムは84％の卒業率を記録しています。



財政支援 13% 36% 49%

コースの質 24% 54% 19%

コーディネーターによるサポート 13% 54% 29%

100%90%80%70%60%50%40%30%20%10%0%-10%

1% 1%

1% 2%

1%

FINANCIAL SUPPORT 
IS THE MOST VALUED BENEFIT 

Respondents rated Child’s Dream’s support in 
three categories. Overall the alumni seem 
satisfied with Child’s Dream’s support, with only 
a handful negatively rating its support. Financial 
support is considered the most valuable benefit 
provided by Child’s Dream.

University Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

Child's Dreamのサポートに対する回答者の評価 
Total % | n=156

7978

1%

2%

GOOD
ACCEPTABLE
POOR

VERY GOOD

VERY BAD

BAD

1819

非常に悪い

1819

悪い

1819

やや悪い

1819

普通

1819

良い

1819

非常に良い

1819

財政支援は最も価値のあるものです回答者は、Child's Dreamのサポートを3つのカテゴリーで評価しました。全体として、卒業生はChild's Dreamのサポートに満足しているようで、サポートを否定的に評価しているのはほんの一握りです。経済的支援は、Child's Dreamが提供する最も価値のあるものと見なされています。

1819




72%
2019年に調査した217名の卒業生回答率

卒業生への追跡調査

University Scholarship ProgrammeCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

回答者の現状
Total % | n=156

82%
勤続中

6%
就学中

1%
勤続かつ就学中

9%
就職

活動中

2%
無職

それぞれの専門分野で
雇用された学生の割合78%

8180

1819

結果分析のために、2009年から2018年の間に卒業した217人の受益者に調査が実施され、156件の回答がありました。ラオスのプログラムから50件、ミャンマーのプログラムから106件の回答があり、72％の回答率に相当します。 

1819

ポジティブな学生の成果

1819

回答者の82％が雇用されており、6％が就学中です。 また、9％は就職活動中であり、少数はいかなる種類の機会も探していません。 回答者の78％は、自分の研究分野に関連する仕事を見つけ従事しています。
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セクターによる雇用
Total % | n=128

51%

12%

9%

1%

1%

非営利

営利

公務員

自営業

非公式サービス

その他

26%

8382

26% ミャンマー回答者のうち
起業した学生の割合

Over a quarter of the Myanmar 
respondents are founders of either 
non-profit organisations, social 
enterprises, or for-profits organisations.

1819

ミャンマーの回答者の4分の1以上が、非営利団体、社会的企業、または営利団体の創設者です。

1819

回答者の51％は現在非営利団体で雇用されており、9％は自営業者、12％は公務員です。 営利団体で雇用されているのはわずか26％です。
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仕事での主なタスク
複数選択  |  上位10件の回答  |  上位10件以内の％

トレーニー 17%

プロジェクト管理 16%
教師 / 教育者 14%

ネットワーク関係 12%
戦略開発 12%

研究開発 10%
管理 / 人事 7%

メディア / 情報キャンペーン 5%

資金調達 4%
社会的 / 医療サービス 4%

主な雇用分野

教育と文化 30%

保護 / 人権 12%
経済発展 11%

健康 11%
環境の持続可能性 9%

性別 8%
水環境 7%

食料安全保障と生計 6%

人道的対応 5%
災害リスク管理 1%

PLAY VIDEO TESTIMONIAL

“ “MS. AYE AYE MON
CHILD’S DREAM UNIVERSITY SCHOLARSHIP 

PROGRAMME ALUMNA & CO-FOUNDER, 

GATEWAY LEARNING CENTER

複数選択  |  上位10件の回答  |  上位10件以内の％

1819

影響力のあるキャリアに従事するすべての卒業生は、彼らの職種についてのさらに詳しく回答しています。教育と文化が最も頻繁に挙げられる雇用分野であり、人権と経済発展がそれに続きます。また、トレーニングと教育の提供は、プロジェクト管理とともに、職場で最も頻繁に行われるタスクの1つです。

1819

影響力の強いキャリア

1819

Child's Dreamは私にとって第二の親のようなものです。奨学金をもらわなければこのレベルの教育を受けられず、移民労働者として働いていたでしょう。
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REDUCING CHILDHOOD MORTALITY 
AND LONG-TERM DISABILITY

CMF supports the United Nations Sustainable Development 
Goals (SDGs) for 2030, specifically Goal 3: Ensure healthy lives 
and promote well-being for all ages. 

Established in 2006, CMF provides access to life-saving 
operations and medical interventions for infants and children. 
In promoting the health service, we prioritise treatments of 
congenital disorders as it is one of the leading causes of child 
mortality. The surgical procedures are normally expensive and 
complex; the majority of families cannot afford the necessary 
medication, let alone the costly operations. 

With approx. 150 patients annually, our targeted beneficiaries 
are children aged 0 - 12 who have been diagnosed with cardiac 
disorders, anorectal malformations, and neural tube defects. 
Without financial support and access to quality health care, 
many of these children either die prematurely or are crippled 
by disability, and are unable to attend school, perpetuating the 
cycle of poverty.

こども医療基金

8786

1819

CMF（Children's Medical Fund：こども医療基金）は、2030年の国連持続可能な開発目標（SDGs）、特に目標3：健康的な生活を確保しすべての年齢層の福祉を促進することを支援します。2006年に設立されたCMFは、乳幼児と子供に救命手術と医療を提供します。先天性疾患は乳幼児死亡の主な原因の1つであるため、医療サービスの推進では先天性疾患の治療を優先しています。外科的処置は通常、費用がかかり複雑であるため、家族の大多数は費用のかかる手術は言うまでもなく、必要な薬を買う余裕すらありません。年間約150人の患者を抱える私たちの対象となる受益者は、心臓障害、鎖肛、神経管欠損症と診断された0〜12歳の子供です。経済的支援と質の高い医療の提供がなければ、これらの子供たちの多くは、早期に死亡するか障害によって不自由になり、学校に通うことができず貧困の悪循環を永続させてしまうのです。

1819

乳幼児死亡率と長期的な障害の軽減



A GROWING PROGRAMME

As of the end of 2019, the program counts a total of 1,959 cases, which 
corresponds to 1,890 patients. One patient can present multiple cases. 
The majority (92%) of the cases are from Myanmar or are from Myanmar 
descendants. The remaining 8% are from Laos.
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ミャンマー
ラオス

15

国別の累積症例数
2006 -2019 | Total % 92%

8%

412

563

689

1,260

1,373
1,496

1,646

1,823

1,959

提出年

2006 2007 2008 2009 2012 2013 2014 2017 2018 20192010 2011 2015 2016

1,127

956

811

127

8988

1819

成長し続けるプログラム2019年末現在、このプログラムは累積1,959件に達しており、1人の患者が複数の症例を提示する可能性がありますが、これは1,890人の患者に相当します。 症例の大部分（92％）はミャンマーからのものかミャンマーの直系からのもので、 残りの8％はラオスからです。



73.6%
治療成功者

割合

患者割合
性別による

1,890
患者数

 2006-2019

1,959
症例数

2006-2019

56%
男性

44%
女性
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9190 名 件

1819

評価方法

1819

患者がプログラムに正式に登録されると、その患者は治療を開始し、スタッフによって監視およびサポートされます。 患者の症例と情報は、提供された治療とその結果を追跡するデータベースに記録され、監視目的で情報は6か月ごとに医療レポートと照合され、プログラム統計を生成して結果が反映されます。

1819

時に、1人の患者が複数の病気に苦しんでおり、その結果、患者ごとに複数の症例が発生します。
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59%

心
臓
障
害

終了済み及び
進行中案件

2006-2019

1,959
病状別症例割合
2006-2019 | Total % | n=1,959
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88%
終了済み

12%
進行中案件

9392

1819

幅広い病状

1819

終了済み VS  進行中案件

1819

全体の59％は、心臓障害が主な病状です。別の16％は、一般的な症状または不特定のケースです。これらは、患者が病状に関係なくプログラムを適応した結果数値で、2006年から2008年の間に記録されました。 一般的または不特定の症例の中には、骨折、癌、重度の発熱などの患者がいました。残りの25％の症例は、鎖肛や神経管欠損症などの他の先天性障害です。

1819

記録されている1,959件のケースのうち、88％（1,719）が終了済みで、残り12％（240）が進行中です。



終了症例の種類
2006-2019 | Total % | n=1,718

治療成功 73.6%

死亡関連 6.9%

治療不要のため 5.4%

連絡手段無しのため 4.5%

治療不可のため 3.0%

治療拒否のため 3.0%

再移住のため 1.6%

他パートナーへの紹介 1.2%

治療延期 0.6%

その他 (死亡関連以外) 0.2%

成功症例数
2006-2019

1,264

DIFFERENT CLOSING REASONS

Cases can be closed for a wide range of reasons. Often is because of the patients’ 
full recovery and, indeed, 73.6% of the cases were closed because of successful 
treatments. Yet, there have been different cases where, unfortunately, patients 
have passed away because of the severity of their conditions. Other instances were 
instead luckier, with patients being able to heal without any treatment. Along these 
lines, other closing reasons include patients’ refusal of the treatments, patients’ 
resettlement to a third country, patients’ referral to other partners, inability to 
contact patients or inability to treat the medical condition.

救命症例

When successfully closing a case, depending on the severity of the 
condition treated, the programme has either saved a life or has 
improved it. Having seen the severity of the majority of the cases 
recorded, 81% of the successful treatments are lifesaving.

19%
生活改善率

81%
救命症例率
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9594

1819

救命症例

1819

治療される患者の重症度に応じて、プログラムは命を救ったか、生活状況が改善しています。記録された症例の大部分の重症度から、成功した救命症例率は81％です。

1819

あらゆる理由による終了症例

1819

症例にはあらゆる理由により終了しているものがあります。多くの場合、患者が完全に回復したためであり、実際治療成功の症例は73.6%です。しかし、残念ながら重症な症例のために命を落とす患者もいました。一方、治療不要で回復した幸運なケースもあります。その他の理由には患者の治療拒否や、第三国への移住、他パートナーの紹介、患者と連絡が取れない、または治療が不可の場合などが含まれます。



IN NUMBERS
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国別従業員

AS OF END OF 2019, WE COUNTED 43 PAID EMPLOYEES 
AVERAGE AGE 35 YEARS

16%
(7名) カンボジア

7%
(3名) ラオス

5%
(2名) スイス

5%
(2名) アメリカ

2%
(1名) ドイツ

2%
(1名) フィリピン

2%
(1名) イタリア

43
有給従業員

33%
(14名) タイ

28%
(12名) ミャンマー

9796

名

1819

2019年末現在、平均35歳の有給従業員が43名従事しています。

1819

国別従業員



53%
財団

5%
企業

1%
その他

3%
NGOs

9%
信託

29%
個人

寄付者内訳
2019

USD 8,655,185

23%
(1,949,993) カンボジア

16%
 (1,300,700) ラオス

9%
(764,312) ミャンマーの移民と難民

1%
(18,583) 地方地域

4%
(364,002) タイ

支出内訳
2019

USD 8,359,440

47%
(3,961,850) ミャンマー

36%
スイス

11%
シンガポール

8%
香港特別自治区

7%
アメリカ

7%
ドイツ

7%
タイ

13%
リヒテンシュタイン

11% その他

In NumbersCHILD’S DREAM IMPACT REPORT 2019

2019　グループ別支出割合

47% 基礎教育

37% 高等教育

15% 健康福祉

1% 社会的企業

2019年　国別寄付金割合

98
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3.2

寄付総額
2019年 寄付総額 : USD 8,655,185

(m USD) vs. ADMINISTRATION COST (%)

*Average admin cost of ZEWO-approved (Swiss) NGOs. (SOURCE Annual Report ZEWO 2014)
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6%
2019年 管理費

11%
減価償却・繰入額

13%
管理、IT、法律、交通費

76%
人件費

94%
プロジェクト
経費
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6%
3%

5% 5%
7% 8% 7% 6% 7% 6% 6% 6% 6% 6%
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